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地域の⽀え合い活動	
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毎年9⽉1⽇は防災の⽇です。1923年9⽉1⽇に関東⼤震災が起こったことに加
え、災害が多い時期に「災害に備えつつ知識を深めるため」として、9⽉は防災
⽉間とされています。 

私たちが住む地域は、⼀般住宅のほかアパート・マンションなども多い住宅
街で、幹線道路に挟まれていますが、⽐較的道路幅が狭く⼊り組んだ道路も少
なくありません。⼟砂災害警戒区域や危険区域もなく、近くを流れる精進川は
洪⽔災害などが危惧され、50年以上前に放⽔路を設けています。また、地下鉄
南北線沿線で商業施設・病院なども近傍にあり、⽇常⽣活に必要な情報や⾐⾷
はいつでも⼊⼿できる環境にあります。年⾦、医療、介護、福祉といった社会
保障のサービスを利⽤できれば、地域の繋がりを持たなくても⾃律した⽣活を
送ることができるような気がします。 

しかし、このところの記録的短時間⼤⾬情報に代表される想定外の集中豪⾬
や⼤規模地震などは、各地に未曾有の被害をもたらしています。私たちが住む
地域も決して例外ではありません。 

災害時に互助・共助が担う役割の重要性は古くから知られ、阪神・淡路⼤震
災では、⽡礫の下から市⺠によって救助された⼈は警
察・消防・⾃衛隊によって救助された⼈の3倍以上と⾔
われています。 

この機会に災害時の備えや近所の気になる⼈の穏やか
な⾒守りなど、考えてみる機会としてはどうでしょう。 

災害に備え、これだけは考えておこう！ 

⒈ ⼤地震が発⽣したら、家具は必ず倒れます！ 
阪神・淡路⼤震災や新潟県中越地震などでは、倒れてきた家具の下敷きにな

って多くの⽅が亡くなったり、⼤けがをしました。 
⑴ 家具が倒れないよう壁などに固定しましょう。 
⑵ 寝室や⼦ども部屋には、できるだけ家具を置かないよう

にしましょう。置く場合も、なるべく背の低い家具にする
とともに、倒れた時に出⼊り⼝を塞がないよう、家具の向
きや配置を⼯夫しましょう。 

⑶ ⼿の届くところに、懐中電灯やスリッパ、ホイッスルを備えましょう。 
⒉ ⾷料・飲料などを備蓄しましょう！ 
⑴ 電気やガス、⽔道などのライフラインが⽌まった場合に備えて、普段から

飲料⽔や保存の効く⾷料などを備蓄しておきましょう。 
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⑵ 防災のために特別なものを⽤意するのではなく、できるだけ普段の⽣活で

利⽤する⾷品等を備えるようにしましょう。 
⑶ ⾷料・飲料・⽣活必需品などは⼈数分⽤意しましょう！ 

ア 飲料⽔ 3⽇分（1⼈1⽇3ℓが⽬安） 
イ ⾮常⾷ 3⽇分の⾷料として、⽶、ビスケット、板チョコ、乾パンなど

（⼤規模災害発⽣時には、1週間分） 
ウ ⽣活必需品 トイレットペーパー、ティッシュペーパー・マッチ、ろう

そく・カセットコンロなど 
エ 飲料⽔とは別に、トイレを流すなどに使⽤する⽣活⽤⽔も必要です。⽔

道⽔をポリタンクに⽤意する、お⾵呂の⽔をいつも張っておく、など備え
ておきましょう。 

⒊ ⾮常⽤持ち出しバッグを準備しましょう！ 
⑴ ⾃宅が被災したら安全な場所で避難⽣活を送る

ことになります。 

⑵ ⾮常時に持ち出すものを普段からリュックサッ
クに詰めておき、いつでも持ち出せるようにして
おきましょう。 

⒋ 家族同⼠の安否確認⽅法を決めておきましょう！ 
別々の場所にいるときに災害が発⽣した場合でもお互いの安否を確認できる

よう、⽇頃から安否確認の⽅法や集合場所などを話し合っておきましょう。 
災害時には、携帯電話回線がつながりにくくなり、連絡がとれない場合もあ

ります、そんな時は、このサービスを利⽤しましょう。 
⑴ 災害⽤伝⾔ダイヤル 

局番なしの「171」に電話をかけると伝⾔を録⾳でき、⾃分
の電話番号を知っている家族などが、伝⾔を再⽣できます。 

⑵ 災害⽤伝⾔板 
国内で震度6弱以上の地震や⽔害などの⼤規模な災害が発⽣

した場合に開設される安否確認のための伝⾔サービスです。 
携帯電話やPHSからインターネットサービスを使⽤して⽂字

情報を登録し、⾃分の電話番号を知っている家族などが、情報
を閲覧できます。 

⒌ 避難場所や避難経路を確認しておきましょう！ 
洪⽔災害の際は近傍の澄川⻄⼩学校は避難場所ではありません。 
いざ災害が起きた時にあわてずに避難するためにも、事前に避難地

図などで避難場所、避難経路を確認しておきましょう！ 

お問い合わせ、活動への参加は、町内会福祉部：稲垣（070-8359- 
3557）まで連絡をお願いします。（連絡先は留守番設定です。） 


